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石油化学工業協会 ＪＰＣＡ（略称：石化協（せっかきょう）） 

「石化協ニュースレター」<第５号>   2013 年 1 月 

------------------------------------------------------------ 
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東日本大震災により被災されました皆さまには心からお見舞い申し上げますとともに、被

災地の一日も早い復興をお祈りいたします。 

 
 

１ はじめに 

  

 皆さま、新年明けましておめでとうございます。 

 

関係の皆さまにおかれましては、当業界を含め化学工業界全般へ日頃の活動に対するご

理解、ご協力、ご支援誠にありがとうございます。新年を迎え、石油化学工業協会よりニ

ュースレター第５号を配信させて頂きます。 

 

以下、当協会会長の年頭所感、および当協会の「保安・安全対策」についての新たな取

組みを掲載いたしますのでご高覧下さい。 
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２．石化協会長年頭所感（小林喜光 ㈱三菱ケミカルホールディングス社長）   

                                                        

 

２０１３年の新春を迎え、謹んで新年のお喜びを申し上げますとともに、年頭にあたり

ご挨拶申し上げます。 

 

 最近の世界経済に目を向けてみますと、一進一退を繰り返しながらも中国においては生

産活動の持ち直しが見られ、また、欧州においては財政金融危機に対する警戒感が後退に

向かっており、なお米中の政策動向や中東情勢など種々の下振れリスクはあるものの世界

経済は緩やかな回復基調にあるものと思われます。 

  

我が国においては、財政出動等一応の対応が図られておりますが、世界景気における種々

の下振れ懸念が経済の下押しリスクとなっており、加えて、近年は円高やデフレから脱却

できない状況が続いており、相変わらず厳しい状況下にあるものと考えられます。 

 

 さて、我が国石油化学業界を見てみますと、国内需要の減少や国際競争力の激化といっ

た中長期的な課題に直面し、個々の企業は設備規模の適正化、コスト削減、高品質・高機

能製品へのシフト等あらゆる努力を傾注しているところではありますが、エコカー補助金

の終了による自動車販売の落ち込み等の影響もあり、なお厳しい状況が続いております。 

 

このような状況下において、当協会では、広汎に亘る様々な活動に取り組んでおります

が、特に本年の取り組みについて、以下項目を絞って述べたいと思います。 

 

一点目は、何と言っても保安・安全への取り組みであります。 

石油化学産業にとって、「保安・安全の確保」は、最も重要な前提の一つであることは言

うまでもなく、当協会としても、事業計画の最重要事項の一つとして掲げ取り組んできて

おります。 

しかしながら、残念なことに昨年にかけていくつかの事故が続いてしまいました。これ

らの事故の原因や背景について各社が原点に戻って真摯に受け止めるとともに、苦い経験

を業界として共有し、保安・安全の再構築、安全文化の醸成等に生かしていく必要がある
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と考えております。 

特に、最近の事故発生状況に鑑み、各社トップによる意見交換と相互啓発の場として、

当協会として初めての試みである「保安トップ懇談会」を昨年末に２回開催したところで

あり、本年度中もさらに２～３回開催して、各社トップの相互啓発とリーダーシップの確

立を図るつもりであります。 

「保安トップ懇談会」がトップダウンの活動であるのに対して、ボトムアップの取り組

みについても充実を図って参ります。本年は、従来からの取り組みである保安推進会議、

事故事例巡回セミナー、保安研究会等に加え、危険認識能力の向上のための「事故事例研

究演習」等を実施して参ります。これらを通じて現場レベルのトラブル情報、経験、保安

の取り組みに関する共有化、感性の向上等を図っていくとともに、保安功労者の表彰によ

るモチベーションの向上等、引き続き、安全文化の醸成のための学習伝承や動機付けを中

心とした保安確保のための取り組みを推進して参る所存です。 

 

二点目は、新たな時代への対応、国際競争力強化のための基盤整備事業への取り組みです。 

 北米では、所謂シェールガス革命により、エネルギーを中心とした広い分野への影響が

出てきております。石油化学産業においては、既に昨年からエチレン誘導品等の一部の分

野で影響が出てきておりますが、今後は、更に広範囲に渡り影響が及ぶものと考えられま

す。当協会におきましても、シェールガス革命の我が国石油化学産業に及ぼす影響につい

て調査、分析を進めることとしております。 

また、需給や原料をめぐるグローバルな競争に晒されながらも我が国石油化学産業が世

界の成長の中で発展していくため、また、長期的な視点からみれば、 

持続可能な社会、「新炭素社会」づくりを目指した新技術の開発や事業展開を促 

す事業基盤の整備が必要であります。このような我が国石油化学産業の土台を 

支える税制改正、規制改革については、新たな政権の発足を踏まえて、関係当 

局及び関係団体とも連携しつつ、前向きかつ適切に対応して参る所存です。 

 

三点目は、広報活動を中心とした取り組みです。 

 石油化学工業及びその製品を広く社会に周知し、認知度を高めるための発信力の強化に

努めることとしております。 

 毎年発行している「石油化学工業の現状」の作成・配布はもとより、学生や 

一般の方々、政府、マスコミ、教育関係者等に対して、業界の認知度を高めるための周知

活動や理解、支援活動に努めて参る所存です。 

  

四点目は、国際的な活動、とりわけアジア石油化学工業会議（ＡＰＩＣ）への取り組みで

す。 

ＡＰＩＣは、アジアの石油化学工業の健全な発展を目的として毎年開催され 
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ておりますが、本年（２０１３年）は台湾において開催されることになっており、シェー

ルガス革命に代表されるような世界のエネルギー産業、石油化学産業の大きな変革の時期

にあたり有意義な情報交換や議論が期待されます。 

当協会としても、他のＡＰＩＣメンバーとも協力しつつ、引き続き成功裡に開催される

よう精力的に取り組んで参る所存です。 

また、昨年末にはインド石化協との交流を初めて実施したところでありますが、韓国そ

の他アジアの各協会との交流にも前向きに取り組んで参りたいと考えております。 

 

以上、石油化学業界としては、引き続き石油化学製品の安定供給を維持していくことが

日本経済を支えるためにも不可欠であるということを肝に銘じながら、当協会としては、

豊かで暮らしやすい社会の実現に向けて日々努力を続けている会員会社の環境整備のため

の取り組みは勿論のこと、石油化学産業が広く社会に果たす役割と重要性に鑑み、保安対

策、税制改正、広報活動等広汎に亘り積極的に活動して参る所存です。 

 

今後とも当協会への一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

最後に、日本経済の早期の回復と更なる発展を願うとともに、皆様方の益々のご発展と

ご健勝を祈念し、新年のご挨拶と致します。 

 

 

３．保安・安全に対する新たな取組み 

 

最近の保安事故発生状況に鑑み、モデレーターを田村昌三東大名誉教授にお願いし、各

社トップによる「保安トップ懇談会」を企画、開催しておりますので、ご紹介致します。

当協会としては初めての試みであり、これを契機として各社が保安・安全対策に一層真剣

に取組むことを期待しております。  

最近の事故増加を踏まえ、忌憚のない意見交換と相互啓発を行うとともに、会員各社ト

ップの姿勢及びリーダーシップを内外に「見える化」することを目指すとともに、会員各

社における広報活動の一環としても位置付け、トップの思い、発言等を社内外に発信して

おります。 

具体的には、昨年２回開催しましたが、今年も２回の開催が以下のように予定されてお

り、さらに今年度内に１回、計５回程度の開催となります。 

 

第１回   １．日 時：２０１２年１１月２８日（水）１５：００－１７：００  

２．場 所：化学団体共用会議室（住友不動産六甲ビル ２階Ａ会議室）  

３．出席者：  
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小林 喜光   ㈱三菱ケミカルホールディングス 社 長  

藤井 シュン 丸善石油化学㈱ 社 長  

十倉 雅和   住友化学㈱ 社 長  

田中 稔一   三井化学㈱ 社 長  

西川 直規   サンアロマー㈱ 社 長  

渡邊 宏     経済産業省 大臣官房審議官（製造産業局担当）  

宮本 昭彦   経済産業省 製造産業局化学課長  

髙梨 圭介   石油化学工業協会 専務理事  

（モデレ－ター）  

田村 昌三   東京大学名誉教授  

第２回   １．日 時：２０１２年１２月５日（水）１０：００－１２：００  

２．場 所：化学団体共用会議室（住友不動産六甲ビル ２階Ａ会議室）  

３．出席者：  

小野田 泰   東燃化学(同) 社 長  

森田 美智男 ＪＮＣ㈱ 社 長  

竹下 道夫    宇部興産㈱ 社 長  

吉川 實      ＫＨネオケム㈱ 社 長  

水野 愛司    日本ポリプロ㈱ 社 長  

宮本 昭彦    経済産業省 製造産業局化学課長  

髙梨 圭介    石油化学工業協会 専務理事  

（モデレーター）  

田村 昌三 東京大学名誉教授    

第３回    ２０１３年１月２９日（火）予定  

第４回            年２月２６日（火）予定 

 

このうち、第１回の概要は次のとおりです。  

     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

はじめに、小林会長から、「最近の事故発生に鑑み、今回、トップが意見交換し、相互

啓発を行う場として保安トップ懇談会を企画し、田村昌三東大名誉教授にモデレーターを

お願いした。忌憚のないご発言をお願いしたい。」との挨拶に引き続き、田村名誉教授の

議事進行にて５社のトップによる保安に係わる意見交換が行われた。  

様々な発言があったが、主なものは次のとおり。  

・ 問題点としては、非定常作業での事故が多い、現場での応用がきかなくなっている、

原理原則・Know-Whyが理解されていない、プロセス全体の把握・理解が不十分  

・ 地味な保安の取り組みに光を当てサポートすることが大事  

・ プラントのシステムの充実と、常に現場が考えて対応することの両方が必要  
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・ トップは常に本気で安全についてのメッセージを間断なく発信し続けることが必要 

・ 「安全は全てに優先する」と言うことが形骸化しないように、トップが繰り返し刺

激を与えることが重要    

また、政府に対しては、本質的な保安対策・向上と規制緩和が両立する方向での検討を

望むとの指摘が行われた。  

最後に、田村名誉教授から本日のまとめとして「トップの強いリーダーシップのもとに

保安対策を一層強化していくことを本日の合意とする」ことの提案が行われ、全員の賛成

のもと終了となった。 

   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

石化協として、引き続き保安の確保、とりわけ安全文化の強化に重点を置いて取り組ん

でいきたいと思っております。いずれ、懇談会が終了した段階で、各回の内容を総合的に

取りまとめて石化協内部で共有するとともに、関係者の皆様にもご報告することと致しま

す。 

 

 

４．2013年アジア石油化学工業会議（APIC 2013）の開催について 

 

今年のアジア石油化学工業会議は Petrochemical Industry Association of Taiwan 

(PIAT)の主催で台湾の台北での開催となります。この会議はアジアのみならず世界の石油

化学産業関係者の有益な情報交換の場となりますので多数の皆様のご参加をお待ちしてお

ります。 

 

開催日時：２０１３年５月９日（木）～１０日（金） 

開催都市：台湾 台北 

開催場所：ＴＩＣＣ(Taipei International Convention Center) 

テ ー マ：Feedstock Transition-Changing from naphtha to shale gas, coal, biomass  

         and variety of non-fossil materials 

 

＊詳細は石油化学工業協会ホームページ http://www.jpca.or.jp のトップページにある 

 

  こちらのＡＰＩＣのバナーをクリックしてご確認願います。 

 

http://www.jpca.or.jp/
http://www.apic2013-jpca.org/
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５．編集後記 

 

「新たな年を迎える。」ということは、小々晴れやかな気分に満ちる一方で、松の内も

過ぎると「今年ももう１／１２が終わるのか・・・。」という妙に醒めた、しかし適度な

緊張感漂う現実に戻ることになります。「元旦や今年もあるぞ大晦日」ではありませんが、

今年は特に「１日、１日を大切に過ごす。」ことを意識したいと銘じております。継続す

る閉塞感から抜け出し、例年にも増して明るく活気に満ちた年になるよう願ってやみませ

ん。  

本ニュースレターにつき、皆様からの忌憚のないご意見、ご要望をお待ちしております。

次回をお楽しみに。（Ｍ） 

 

------------------------------------------------------------ 

------------------------------------------------------------ 

 ニュースレターに関するご意見・ご要望はこちらまで 

 アドレス：inquiries_hp@jpca.or.jp  

 

 配信中止・登録内容の変更はこちらまで 

 アドレス：inquiries_hp@jpca.or.jp  

 

石油化学工業協会 総務部 

〒104-0033 東京都中央区新川 1-4-1 住友不動産六甲ビル 

℡．03-3297-2011 

Fax 03-3297-2017 

ＵＲＬ：http://www.jpca.or.jp/   
 
   

                           
  

mailto:inquiries_hp@jpca.or.jp
mailto:inquiries_hp@jpca.or.jp
http://www.jpca.or.jp/

